
①
今
年
か
ら
社
会
人
に
な
る
の

で
責
任
の
あ
る
言
動
、
常
識
の

あ
る
大
人
に
な
る
た
め
に
、
自

分
を
磨
く
努
力
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。
②
看
護
師
国
家
試
験

が
近
づ
い
て
い
る
の
で
、
勉
強

を
し
て
い
ま
す
。
③
看
護
師
の

職
業
に
誇
り
を
持
ち
、
確
実
な

知
識
と
技
術
を
備
え
、
ま
た
、

患
者
さ
ま
と
信
頼
関
係
が
築
け

る
看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
。

④
自
分
の
意
志
を
持
ち
、
私
を

理
解
し
て
く
れ
る
人
。
⑤
医
療

技
術
の
進
歩
と
疾
病
対
策
の
取

り
組
み
で
平
均
寿
命
は
延
び
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
反

面
、
少
子
高
齢
化
で
あ
る
た
め
、

労
働
者
は
高
齢
者
を
支
え
る
た

め
に
今
以
上
に
働
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

      ①
素
直
に
嬉
し
い
で
す
。
け
れ

ど
、
自
分
の
言
動
に
責
任
が
伴

っ
て
く
る
こ
と
に
多
少
の
不
安

を
感
じ
ま
す
。
②
麻
雀
に
夢
中

で
す
。
③
国
際
的
な
規
模
で
活

躍
で
き
る
よ
う
な
職
業
に
就
き

た
い
で
す
。
④
は
っ
き
り
と
自

分
の
意
見
を
言
え
る
人
。
⑤
予

測
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
国
民
が

も
っ
と
国
政
に
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
方
が
い
い
の
で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

      ①
自
分
の
行
動
に
責
任
が
持
て

る
よ
う
気
持
ち
を
引
き
締
め
た

い
で
す
。
②
世
界
の
国
々
を
見

て
回
り
、
そ
の
国
独
自
の
食
文

化
に
触
れ
、
自
分
の
視
野
を
広

げ
て
み
た
い
で
す
。
③
大
学
で

栄
養
学
を
学
ん
で
い
る
の
で
、

食
の
大
切
さ
を
皆
さ
ん
に
実
感

し
て
頂
け
る
よ
う
な
職
業
に
就

き
た
い
で
す
。
④
何
か
に
一
生

懸
命
に
な
れ
、趣
味
の
あ
う
人
。
 

⑤
科
学
技
術
が
更
に
進
み
、
生

活
が
便
利
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
環
境
問
題
が
悪
化

し
な
い
か
心
配
で
す
。
自
然
と

人
と
が
共
利
共
生
で
き
る
未
来

に
な
っ
て
い
て
ほ
し
い
で
す
。
 

      ①
特
に
実
感
は
わ
き
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
を
期
に
、
こ
れ
か
ら
は
、

自
分
の
行
動
に
も
っ
と
責
任
を

持
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
②
特

に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
も
の
が

な
い
の
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
、
夢
中
に
な
れ
る
も

の
を
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

③
や
り
た
い
こ
と
は
い
く
つ
か

あ
る
の
で
す
が
、
今
は
昔
か
ら

の
夢
だ
っ
た
教
師
に
な
る
こ
と

で
す
。
④
一
緒
に
い
て
安
ら
げ

る
人
。
⑤
景
気
が
回
復
し
、
ほ

と
ん
ど
の
人
が
職
に
就
け
、
幸

せ
な
家
庭
で
あ
ふ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
で
あ

っ
て
ほ
し
い
で
す
。
 

      ①
実
感
は
わ
き
ま
せ
ん
が
、
何

事
に
も
責
任
を
持
っ
て
行
動
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
年
齢
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
②
学
生
の

う
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
資
格
を
取

り
た
い
で
す
。
後
一
年
、
学
生

生
活
を
今
ま
で
以
上
に
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
で
す
。
③
保
育

園
の
先
生
に
な
り
た
い
で
す
。
 

④
一
緒
に
い
て
楽
し
く
、
一
生

懸
命
に
な
れ
る
仕
事
を
持
っ
て

い
る
人
。
⑤
短
期
間
で
変
化
し

て
し
ま
う
時
代
な
の
で
想
像
も

つ
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
平
和
な

世
の
中
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
 

      ①
今
年
か
ら
社
会
人
に
な
る
の

で
、
人
に
頼
ら
ず
一
人
で
も
責

任
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
人
間

に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
②
国

家
試
験
が
近
い
の
で
も
ち
ろ
ん

勉
強
も
し
て
い
ま
す
が
、
や
は

り
地
元
の
仲
間
達
と
遊
ん
で
い

る
と
き
が
一
番
楽
し
い
で
す
。
 

③
４
月
か
ら
航
空
整
備
士
に
な

り
ま
す
。
飛
行
機
で
旅
を
す
る

人
達
の
命
を
守
る
仕
事
な
の
で

精
一
杯
頑
張
り
た
い
で
す
。
④

無
邪
気
だ
け
ど
、
し
っ
か
り
し

て
い
る
人
。
⑤
平
和
な
世
の
中

に
な
っ
て
ほ
し
い
。
 

 

　12月20日～25日、台湾で第11回諸羅山盃国際軟式
少年野球大会が開催されました。 
　世界各国の少年野球と国際交流を実施している
（社）少年軟式野球国際交流協会より、この大会に
香取市と神崎町の合同チームが出場。本町の神崎エ
ンジェルスから野球センス抜群の横尾海世くん（神
崎小６年生）と大貫良太くん（神崎小５年生）が参
加をしました。 
　110チームが出場した大会では、日本の小学生の
代表チームとして立派にプレー。１回戦コールド勝
ち、２回戦は延長サドンデスで惜敗したため、選手
たちは涙を流して悔しかったと話していました。 

表
彰
受
章
者
 

　
　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）
 

【
千
葉
県
知
事
功
労
章
】
 

　
遠
藤
　
栄
治
（
小
松
）
 

【
千
葉
県
知
事
精
勤
章
】
 

　
藤
井
　
昭
夫
（
並
木
）
 

【
千
葉
県
消
防
協
会
長
功
労
章
】
 

　
椿
　
真
寿
男
（
古
原
）
 

【
千
葉
県
消
防
協
会
長
精
勤
章
】
 

　
澤
田
　
宣
男
（
本
宿
）
 

　
島
田
　
恵
章
（
大
貫
）
 

【
千
葉
県
防
災
対
策
監
章
】
 

　
堀
越
　
　
浩
（
本
宿
）
 

　
小
塩
　
芳
治
（
神
宿
）
 

　
鈴
木
　
信
成
（
新
）
 

【
香
取
支
部
長
功
労
章
】
 

　
大
木
　
純
一
（
小
松
）
 

　
石
橋
　
正
彦
（
古
原
）
 

【
香
取
支
部
長
精
勤
章
】
 

　
宮
本
　
幹
則
（
小
松
）
 

　
龍
　
　
征
勝
（
並
木
）
 

　
飯
島
　
裕
久
（
郡
）
 

　
鳥
羽
　
　
忠
（
毛
成
）
 

【
優
良
団
体
表
彰
】
 

　
第
１
分
団
第
２
部
第
２
班
 

　
　
　
　
　
　
（
小
松
区
）
 

【
町
長
表
彰
】
 

　
松
田
　
　
孝
（
本
宿
）
 

　
根
本
　
義
久
（
本
宿
）
 

　
稲
垣
　
秀
男
（
本
宿
）
 

　
杉
本
　
　
剛
（
神
宿
）
 

　
鈴
木
　
和
人
（
並
木
）
 

　
大
森
　
大
輔
（
松
崎
）
 

　
飯
田
慎
太
郎
（
郡
）
 

　
郡
司
　
浩
行
（
高
谷
）
 

　
飯
田
　
智
明
（
植
房
）
 

　
五
木
田
光
寛
（
毛
成
）
 

　
飯
田
　
剛
文
（
武
田
）
 

　
石
橋
　
健
一
（
古
原
）
 

 

【
町
長
特
別
表
彰
】
 

　
神
尾
　
利
幸
（
小
松
）
 

　
武
田
　
正
人
（
小
松
）
 

【
団
長
表
彰
】
 

　
鈴
木
　
敏
文
（
本
宿
）
 

　
石
井
　
希
明
（
本
宿
）
 

　
　
橋
　
博
一
（
本
宿
）
 

　
　
瀬
　
貴
之
（
神
宿
）
 

　
藤
田
　
竜
彦
（
小
松
）
 

　
島
　
　
直
彦
（
並
木
）
 

　
根
藤
　
雅
文
（
松
崎
）
 

　
澤
田
　
英
紀
（
郡
）
 

　
伊
藤
　
幸
宏
（
大
貫
）
 

　
齊
藤
　
美
和
（
今
）
 

　
千
葉
　
信
一
（
植
房
）
 

　
宇
　
　
貴
之
（
毛
成
）
 

　
杉
山
　
宜
彦
（
古
原
）
 

 　
神
崎
町
消
防
団
の
出
初
式
が
１
月
12
日
、
神
崎
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
消
防
団
員
総
勢
１
２
０
名
と
消
防
車
両
14
台
が

プ
ラ
ザ
駐
車
場
に
集
合
し
、
人
員
報
告
後
、
町
長
、
議
長

及
び
大
竹
消
防
団
長
ら
に
よ
る
服
装
点
検
や
機
械
器
具
点

検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
多
目
的
ホ
ー
ル
に
移
動
し
て
多
数
の
来
賓
を

迎
え
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
優
良

団
員
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
栄
え
あ
る
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
 

しょらさんはい 


